
 
令和 8 年 9 月 11 日 14 時 00 分

近 畿 地 方 整 備 局  

猪 名 川 河 川 事 務 所 

尼 崎 市 

 

猪名川の自然とふれあい、学びを深める取組を推進します 
 

～尼崎市「水辺の楽校」登録証伝達式～ 
 
  

令和 8 年 8 月 7 日、都市部を流れる猪名川において、生き物調査や自然体験などを通して、
子どもたちが生物多様性の大切さや豊かな自然を体感できる場を創出する「水辺の楽校」が 
登録されました。 
このたび、上記水辺の楽校の推進主体（申請者）である尼崎市に対して、登録証を伝達する

ため、「伝達式」を開催しますので、お知らせします。 
 

○「尼崎市猪名川水辺の楽校」（兵庫県尼崎市） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 別紙 1 

 
 
【登録証伝達式】 ・・・ 詳細は別紙 2 をご参照下さい。 

■『尼崎市猪名川水辺の楽校』 
○開催日時：令和 8 年 9 月 17 日（木）16 時 30 分～17 時 00 分 
○開催場所：尼崎市役所 本庁舎南館 2 階 市長室 

 
【報道取材】 

マスコミ関係者も同席可能です（事前申込み不要） 
   当日、開催時間の 10 分前までに会場へお越し下さい ・・・ 詳細は別紙 3 をご参照下さい。 
 
《水辺の楽校プロジェクトの概要》 ・・・ 参考 1 
 
＜取扱い＞   
 
＜配布場所＞ 近畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ、尼崎市政記者クラブ 
 
＜問合せ先＞ 
■「水辺の楽校プロジェクト」に関すること 

近畿地方整備局 猪名川河川事務所 副所長 森下
もりした

 英明
ひであき

、建設専門官 新地
し ん ち

 龍
りゅう

  072-751-1111 

■「尼崎市猪名川水辺の楽校」に関すること 

尼崎市 経済環境局 環境部 環境創造課 課長 後藤
ご と う

 敦子
あ つ こ

 06-6489-6301 

 

 

がっこう 



「尼崎市猪名川水辺の楽校」（兵庫県尼崎市）

１．概要
尼崎市 北東部の、猪名川と藻川に囲まれた地域とその周辺部のエリアでは 、平成 13年度に「⾃然と⽂
化の森構想」を策定し、豊かな⾃然環境や⽔辺空間、⽥園⾵景等を地域の魅⼒資源として、守り、活かし
ながら 、楽しみ 、学ぶことのできる取組を 、市⺠ ・事業者・⾏政が協働して進めてきました。
この地域にある尼崎市農業公園は、開園から４０年が経過し、農業振興の拠点としての活⽤に加え、市

北部の賑わいの創出に向け、令和6年1⽉に「尼崎市農業公園魅⼒向上計画」を策定し、再整備を実施して
います。
兵庫県では、公⽴⼩学校3年⽣を対象に「環境体験事業」を実施しており、尼崎市では多くの学校で猪

名川や藻川を活⽤した体験学習を⾏っています。また、地元NPO団体である「⾃然と⽂化の森協会」が猪
名川や藻川周辺において、⽔遊び、昆⾍・野草採取、野⿃観察等、様々な活動を⾏っています。
この度、地元NPO団体や教育関係者、⾏政等で構成する「尼崎市猪名川⽔辺の楽校推進協議会」を設置

して、河川愛護の意識や地域への愛着⼼を育む場を創出することで、⼦どもたちが豊かな⾃然や⽣物多様
性の⼤切さを学び、尼崎のさらなる魅⼒向上を図る取組を充実させます。
国⼟交通省では、⼦どもたちが安全に利⽤でき、地域に親しまれる⽔辺空間となるよう、必要な河川管

理施設の整備などの⽀援を⾏ってまいります。

２．ハード施策の内容

親水護岸、階段護岸、案内看板等

【別紙１】
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※整備イメージ
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対象河川 ： 一級河川 淀川水系猪名川、藻川 【国管理河川】

市町村名 ： 兵庫県尼崎市

申請者 ： 尼崎市

取組団体 ： 尼崎市猪名川水辺の楽校推進協議会
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※今後、工事実施のための詳細な設計等を実施することにより、実施内容を変更する場合があります。



「尼崎市猪名川水辺の楽校」登録証伝達式 次第 

             令和８年９月１７日（木）１６時３０分 

                   於：尼崎市役所 本庁舎南館２階 市長室 

 

 

１ 開式 

２ 出席者紹介 

３ 国土交通省 近畿地方整備局 挨拶 

４ 登録証伝達（写真撮影） 

５ 概要説明 

６ 尼崎市 挨拶 

７ 閉式 

別紙２ 



※敬称略

組織名・役職 氏名

　尼崎市長 松本　眞

　自然と文化の森協会会長 佐藤　亮

　近畿地方整備局　河川部長 福渡　隆

　近畿地方整備局　猪名川河川事務所長 嶋本　好晴

登録証伝達式　出席者



JR

MAP

http://www.city.amagasaki.hyogo.jp/map/1000375/1000385/1000425.html

ID

http://www.city.amagasaki.hyogo.jp/map/1000375/1000385/1000425.html


別紙３ 

報道関係者へのお知らせとお願い 

○ 伝達式においては、事前の申込は行いませんので、伝達式の会場へ直接ご来

場ください。

○ 伝達式のご来場にあたっては、公共交通機関をご利用ください。また、お車

でご来場の場合は、会場となる役場の駐車場をご利用いただくことになりま

すが、台数に限りがありますので、ご注意ください。

○ 記者及びカメラマンの方は、伝達式会場にて受付をお願いいたします。

○ 伝達式においては、自社の腕章の着用をお願いいたします。着用がない場合

は、取材をご遠慮いただく場合があります。

○ 伝達式開催中の写真・VTR 撮影にあたっては、進行に支障とならないように

お願いいたします。また、伝達式開催中の出席者への直接的な取材はご遠慮

くださいますようお願いいたします。



河川整備が
必要な場合

「子どもの水辺」再発見プロジェクト

■人間と環境の関わりについての理解を深め、豊かな人間性を育んでいくために、市民団体や河川管
理者、教育関係者などが一体となって、地域の身近な水辺（「子どもの水辺」）における環境学習や
自然体験活動を推進するため、国土交通省、文部科学省、環境省の３省が連携して、『「子どもの水
辺」再発見プロジェクト』に取り組んでいます。

■『水辺の楽校プロジェクト』は、子どもが安全に水辺に近づけ、環境学習や地域交流などの活動を推
進するために必要な施設整備などの支援を行うものです。

水辺の楽校プロジェクト（国土交通省）

水辺の楽校プロジェクトの概要 参考１

「水辺の楽校」のイメージ図

各主体連携した協議会
で環境教育の場となる
「子どもの水辺」を登録。
「サポートセンター」が活
動を支援（資機材の貸出、
活動のコーディネート
等）することで、子供た
ちの河川の利用を促進。

水辺の楽校
プロジェクト

子どもが安全に水辺に近づけ、環境学習や地域交流
などの活動を推進するために必要な施設整備などの
支援を行うもの。

ワンド整備

水辺に近づける河岸整備

遊歩道整備

体験・学習スペース整備

庄内川（愛知県清須市）

ガサガサ調査 Eボート体験

庄内川（愛知県清須市）

申請

※掲載画像の一部は生成AI によって修正・加工されたものです。




